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別紙

防衛医学先端研究の実施に関する訓令の運用

１ 幕僚長からの要望

⑴ 防衛医学先端研究の実施に関する訓令（平成２７年防衛省訓令第２６号。以

下「訓令」という ）第３条に規定する「幕僚長からの要望」について、統合。

幕僚長、陸上幕僚長、海上幕僚長及び航空幕僚長（以下「幕僚長」という ）。

は、課題別研究を要望する場合は、研究を開始する年度の前々年度の９月末日

までに、防衛医学先端研究課題別研究要望書（別紙様式第１）を作成し、防衛

医科大学校長（以下「学校長」という ）に提出するものとする。。

⑵ 学校長は、幕僚長に対し、必要に応じて課題別研究の提案をすることができ

る。

２ 計画書等の作成

⑴ 訓令第３条に規定する課題別研究計画書の様式は、別紙様式第２のとおりと

する。

⑵ 学校長は、課題別研究計画書の作成に当たり、関係する幕僚長と協議するも

のとする。

⑶ 学校長は、課題別研究計画書について防衛大臣の承認を得た場合は、その旨

を関係する幕僚長へ通知するものとする。

⑷ 訓令第４条に規定する課題別研究年度計画書の様式は、別紙様式第３のとお

りとする。

⑸ 学校長は、課題別研究年度計画書の作成に当たり、関係する幕僚長と協議す

るものとする。

⑹ 学校長は、課題別研究年度計画書について防衛大臣の承認を得た場合は、そ

の旨を関係する幕僚長に通知するものとする。

３ 防衛医学先端研究の実施に関する協定

学校長は、防衛省の職員以外の者と共同して研究を行う場合には、当該部外研

究施設等の長との間で、設備及び機械器具等の使用に関する事項、賠償責任に関

する事項、秘密の保全に関する事項、研究成果の公表に関する事項及び知的財産

権の出願等に関する事項その他共同して研究を行うために必要な事項について協

議し研究開始までに取り決めを締結するものとする。

４ 計画書の変更又は課題別研究の中止

⑴ 訓令第７条第１項に規定する年度計画書を変更し防衛大臣に報告した場合、

その旨を関係する幕僚長に通知するものとする。

⑵ 訓令第７条第２項に規定する課題別研究計画書の変更又は同第３項に規定す

る課題別研究の中止について、防衛大臣の承認を得た場合、その旨を関係する



幕僚長に通知するものとする。

⑶ 学校長は、課題別研究年度計画書を変更する場合は、関係する幕僚長と協議

するものとする。

５ 成果等の報告

⑴ 訓令第８条第１項に規定する課題別研究成果報告書の様式は、別紙様式第４

のとおりとする。

⑵ 訓令第８条第２項に規定する課題別研究年度報告書の様式は、別紙様式第５

のとおりとする。

６ 防衛医学先端研究審査会議

訓令第９条第１項に規定する防衛医学先端研究審査会議（以下「審査会議」と

いう ）の庶務は、人事教育局衛生官において処理するものとする。。

７ 実施の協力

防衛医科大学校、部隊等（陸上自衛隊、海上自衛隊又は航空自衛隊の部隊又は

機関をいう ）は、防衛医学先端研究の実施に関し、相互に密接に協力しなけれ。

ばならない。

８ 研究結果の公開

⑴ 防衛医学先端研究により得られた研究結果については、原則として公開する

ものとする。

⑵ 防衛医学先端研究により得られた研究結果又はその経過の全部若しくは一部

を刊行し、又は新聞雑誌等に掲載する場合においては、防衛医学先端研究によ

る研究の結果であることを明記しなければならない。

９ 経費総額及び採択件数

一つの課題別研究における経費総額は、９，０００万円以内とする。また、毎

年度の採択件数（新規と継続を合わせた件数）の上限は、５件とする。ただし、

防衛大臣が特に必要と認めた場合は、この限りでない。

10 審査及び評価

防衛医学先端研究の実施に係る審査及び評価に関する要領については、付紙の

とおりとする。



付紙

防衛医学先端研究の審査及び評価要領について

１ 目的

この要領は、審査会議において行う防衛医学先端研究に係る審査及び評価に関し、

必要な事項を定めることにより、その適正な実施を図ることを目的とする。

２ 審査要領

⑴ 申請審査

ア 審査方針

(ｱ) 申請審査は、質の高い審査を実施することによって、優れた研究が効

率的・効果的に行われ、大きな研究成果が期待できるとともに、今後の

防衛装備品開発等を通じて、自衛隊の部隊運用並びに防衛医科大学校の

教育及び研究に資する研究を選定することを目的として行う。

(ｲ) 研究課題の選定にあたっては、独自性、創造性、研究目的の明確さ等

を考慮するとともに、研究計画の内容は明確であり、毎年度の計画は具

体的かつ実現可能であるか等、当該研究者の研究遂行能力も厳正に評価

し、防衛医学先端研究の目的に照らして特に重要なものを優先順位を付

与した上で選定・採択する。

(ｳ) 研究経費を減額することが相当であると認められる場合には、研究計

画の見直しを求めるものとする。

(ｴ) 研究経費の不合理な重複や一部の研究に過度に集中することのないよ

うに留意する。

(ｶ) 課題別研究計画書に事実と異なる記載をしていた場合は、研究課題の

不採択、採択取り消し又は減額配分とする。

イ 評定要素

(ｱ) 学術的重要性

ａ 学術的に見て、推進すべき重要な研究課題であるか。

ｂ 研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や

創造性が認められるか。

ｃ 研究計画の着想に至る経緯や、関連する国内外の研究動向と研究の位

置づけは明確であるか。

(ｲ) 研究計画及び研究方法の妥当性

ａ 研究目的に沿って、当該研究の位置付けや役割が明確になっており、

防衛医学分野の研究発展に繋がることが期待できるか。

ｂ 研究目的を達成するため、研究方法等は具体的かつ適切であるか。ま

た、研究経費は研究計画と整合性がとれたものとなっているか。

、 。ｃ 研究経費の内容は妥当であり 有効に使用されることが見込まれるか

。ｄ 他の研究費との不合理な重複や過度の研究費の集中の可能性はないか



(ｳ) 研究組織、研究遂行能力の適切性

。ａ 研究推進に十分貢献できる研究者により研究組織が構成されているか

ｂ 研究者のこれまでの研究業績に鑑み、所期の成果をあげることが期待

できるか。

ｃ 研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整

っているか。

ウ 審査方法

(ｱ) 防衛医学先端研究に関する有識者会議（以下「有識者会議」という ）。

は、学校長から申請のあった防衛医学先端研究課題別研究計画書（別紙様

式第２）の案について、前号「評定要素」に着目し、書面及びヒアリング

による審査を行い、防衛医学先端研究申請評価表（別紙様式第６）により

評価する。

(ｲ) 有識者会議は、評価した内容を防衛医学先端研究作業部会（以下「作業

部会」という ）に提出する。。

(ｳ) 作業部会は、有識者会議が評価した内容について審議を行い、その内容

を審査会議に報告する。

(ｴ) 審査会議は、作業部会の報告に基づき審議を行い、その内容を防衛大臣

に答申する。

(ｵ)申請審査基準

評価 審査基準 評価分布 経費査定率

(基準) (基準)

計画と同額
Ｓ 最優先で採択すべき研究 １０％

(１００％)

計画より減額
Ａ 積極的に採択すべき研究 １０％

（９０％）

計画より減額
Ｂ 採択してもよい １０％

（８０％）

Ｃ 採択には十分な考慮が必要である ―

７０％

Ｄ 採択すべきではない ―

ａ 評価分布の件数は、申請件数に評価分布の割合を乗じた件数を基準と

する。ただし、申請件数が採択上限数を超える場合の各評価における採

択件数は、採択上限数に各評価分布の割合を乗じた件数を基準とする。

ｂ 採択された課題別研究（新規分）の概算要求額は、防衛医学先端研究



課題別研究計画書（別紙様式第２）に記載された初年度の経費に経費査

定率を乗じた額を基準とする。

(ｶ)評価結果の開示

評価結果は、評価者が特定されないように配慮した上で、開示すること

ができるものとする。

⑵ 年度計画審査

ア 審査方針

(ｱ) 年度計画審査は、対象となる研究課題の準備又は進捗状況を把握し、

当該研究の発展に資することを目的として行う。

(ｲ) 各研究課題の進捗状況等を把握し、継続実施に係る可否の判断及び課

題別研究に優先順位を付与する。

イ 評定要素

(ｱ) 研究の準備・進展状況

ａ 研究目的を達成するための準備状況は適切であるか。

ｂ 当初研究目的に沿って、着実に研究が進展しているか。

ｃ 今後の研究推進上、問題なる点はないか。

(ｲ) 研究成果

、 。ａ 当初の研究目的に照らして 現時点で期待された成果をあげているか

ｂ 研究内容・研究成果の積極的な公表、普及に努めているか。

(ｳ) 研究費の使用

ａ 購入された備品等は有効に活用されているか。

ｂ その他、研究費は効果的に使用されているか。

(ｴ) 研究目的の達成見込み

ａ 研究期間が終了するまでの間に研究目的を達成する見込みがあるか。

ｂ 今後の研究計画の妥当性はどうか。

ウ 審査方法

(ｱ) 有識者会議は、学校長から報告のあった防衛医学先端研究課題別研究年

度計画書 別紙様式第３ 及び防衛医学先端研究課題別研究年度報告書 別（ ） （

紙様式第５）について、前号「評定要素」に着目し、書面及びヒアリング

による審査を行い、防衛医学先端研究年度計画評価表（別紙様式第７）に

より評価する。

(ｲ) 有識者会議は、評価した内容を作業部会に提出する。

(ｳ) 作業部会は、有識者会議が評価した内容について審議を行い、その内容

を審査会議に報告する。

(ｴ) 審査会議は、作業部会の報告に基づき審議を行い、その内容を防衛大臣

に報告する。

(ｵ) 年度計画審査基準

ア 委員用



評価 評価内容 評価分布

Ａ+ 当初目的を超える研究の進展があり、期待以上の

成果が見込まれる。

Ａ 当初の目標に向けて順調に研究が進展しており、

期待どおりの成果が見込まれる。 研究の進捗状況

により評価する

当初の目標に向けて概ね順調に研究が進展してお ため、絶対評価

Ｂ り、一定の成果が見込まれるが、一部に遅れ等が とする。

認められるため、今後の努力が必要である。

Ｃ 当初の目標に対して研究が遅れており、今後一層

の努力が必要である。

Ｄ 当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれな

いため、研究の中止が適当である。

イ 総合評価用

総合 評価分布 件数 経費査定率

評価 （基準） （基準）

Ａ+ 計画と同額以上

４０％ ２件

計画と同額
Ａ

（１００％）

計画より減額
Ｂ ４０％ ２件

（８０％）

計画より減額
Ｃ １件

（７０％）

２０％

Ｄ ― ―

(ｱ) Ａ＋の評価の件数は、最大１件とする。

(ｲ) Ａ＋の評価における経費配分額は、期待以上の成果が見込まれる研究成



果の内容に応じた額とし、防衛医学先端研究の予算の範囲内で防衛医学先

端研究審査会議において協議し決定する。その際、他の研究費が減額され

る等の影響があるため、経費配分額の決定に際しては、細心の注意を払わ

なければならない。

(ｳ) 課題別研究(継続分）の概算要求額は、防衛医学先端研究課題別研究計

画書（別紙様式第２）に記載された当該研究計画の研究実施年度（２年度

又は３年度）に応じた経費に経費査定率を乗じた額を基準とする。

(ｴ)評価結果の開示

評価結果は、評価者が特定されないように配慮した上で、開示すること

ができるものとする。

⑶ 成果審査

ア 審査方針

成果審査は、対象となる研究課題の目的達成度等を把握するとともに、当

該研究の発展に資することを目的として行う。

イ 評定要素

(ｱ) 研究目的の達成度

ａ 当初予見していなかった展開を含め、当初の研究目的又はそれと同等

以上の研究の進展があったか。

ｂ 研究実行時に生じた問題等への対応は適切であったか。

ｃ 関連する研究分野の発展に対し、革新的な貢献があったか。

(ｲ) 研究成果

ａ 当初予見していなかった成果を含め、防衛医学分野を牽引する卓越し

た成果を上げたか。

ｂ 研究内容・研究成果の積極的な公表、普及に努めたか。

(ｳ) 研究費の使用

ａ 購入された備品等は有効に活用されたか。

ｂ その他、研究費は効果的に使用されたか。

ウ 審査方法

(ｱ) 有識者会議は、学校長から報告のあった防衛医学先端研究課題別研究成

果報告書（別紙様式第４）について、前号「評定要素」に着目し、書面及

びヒアリングによる審査を行い、防衛医学先端研究成果評価表（別紙様式

第８）により評価する。

(ｲ) 有識者会議は、評価した内容を作業部会に提出する。

(ｳ) 作業部会は、有識者会議が評価した内容について審議を行い、その内容

を審査会議に報告する。

(ｴ) 審査会議は、作業部会の報告に基づき審議を行い、その内容を防衛大臣

に報告する。

(ｵ) 成果審査基準



評価 評価内容 評価分布

Ａ+ 期待以上の成果があった。

Ａ 期待どおりの成果があった。 研究の成果状況

により評価する

Ｂ 概ね期待どおりの成果があったが、一部十分では ため、絶対評価

なかった。 とする。

Ｃ 十分ではなかったが一応の成果があった。

Ｄ 期待された成果がなかった。

(ｶ)評価結果の開示

評価結果は、評価者が特定されないように配慮した上で、開示すること

ができるものとする。

３ 守秘の徹底

⑴ 審査・評価の過程は、非公開とする。

⑵ 防衛医学先端研究審査会議構成員、防衛医学先端研究作業部会部会員及び防

衛医学先端研究に関する有識者会議委員（以下「構成員等」という ）は、評。

価の過程で知り得ることのできた次の各号に掲げる情報を他に漏らしてはなら

ない。

ア 審査意見書及び評価意見書並びにその内容

（ 、イ 構成員等の発言内容及び評価に関連して構成員等を特定できる情報 氏名

所属機関及び専門分野を含む）

ウ 構成員等が行う評価の評点及びその集計結果

エ 評価の結果（被評価者に開示されるまでの間）

オ その他非公表とされている情報

４ その他

防衛医学先端研究の審査及び評価に必要な細部事項は、人事教育局衛生官から

指示させる。



別紙様式第１

研究要望課題番号

防衛医学先端研究課題別研究要望書

１ 研究要望課題名：

２ 研究完了希望時期： 年度まで

３ 研究の目的、必要性及び期待される成果

４ この研究に関連して現在までに行った研究状況

５ 研究で協力可能な施設等（自衛隊の部隊等で、協力可能な施設がある場合は記載する）。

所在地 研究内容 理 由施設等名



記載要領

１ 「研究要望課題番号」について．

各研究要望課題名毎に研究要望課題番号を記載すること。

例１： 統 － ２７ － １

（統合幕僚監部）－（研究開始予定年度）－（整理番号 ））

例２： 陸 － ２７ － １

（陸上幕僚監部）－（研究開始予定年度）－（整理番号 ））

例３： 海 － ２７ － １

（海上幕僚監部）－（研究開始予定年度）－（整理番号 ））

例４： 空 － ２７ － １

（航空幕僚監部）－（研究開始予定年度）－（整理番号 ））

※複数の研究要望がある場合の研究要望課題番号は優先順位とする。

２ 「１．研究要望課題名」について．

研究の目的と成果が分かる課題名にすること。

３ 「２.研究完了希望時期」について．

当該課題別研究の完了希望時期を記載すること。

４ 「３.研究の目的、必要性及び期待される成果」について．

⑴ 研究の目的及び必要性については、適宜文献を引用しつつ、具体的かつ明確に記

載すること。複数年にわたる研究の場合は、これまでに実施した研究内容など、研

究の最終目標を達成するために必要な各年度の研究内容や期待される成果が分るよ

うに記載すること。

⑵ 期待される成果については、当該研究がどのように部隊運用に資するのか等につ

いて、その具体的な内容や例を記載すること｡

４ 「４.この研究に関連して現在までに行った研究状況」について．

当該研究に関連して現在までに行った研究状況について、記載すること。

５.「５.研究で協力可能な施設等」について

研究で協力可能な施設等については、自衛隊の部隊等で協力可能な施設がある場合

には、施設等名、所在地、当該施設等での研究内容、当該施設が協力可能な理由を記

載する。



別紙様式第２

研究課題番号

防衛医学先端研究課題別研究計画書

１ 研究課題名：

２ 総経費見積額： 円

３ 研究実施予定期間： 年 月から 年 月まで

４ 研究の概要

【関連する 】研究要望課題番号

【流れ図】



５ 研究の目的及び必要性

６ 期待される成果

７ 本研究に関連する国内外における研究状況及び本研究の特色



８ 研究の内容

⑴ 研究計画・方法

【初年度】

【２年度】

【３年度】

【研究課題の工程表】



⑵ 研究者等

研究者氏名 本研究における役割 所属機関名・現在 所属機関におけ 最終卒業学校・ 備 考

の専門 る職名・階級 卒業年次・学位

（研究実施場所） ・専攻科目

⑶ 研究で使用する施設（防衛医科大学校以外において研究を実施する場合は記載する）。

所在地 研究内容 理 由施設名



９ 倫理面への配慮

遵守すべき研究に関係する指針等

（研究の内容に照らし遵守すべきものについては、該当する□にレ印を記入する（複数可）。 ）

□ 人を対象とする医学系研究に関する倫理指針

□ ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

□ 遺伝子治療等臨床研究に関する指針

（ ）□ その他の指針等 指針等の名称：

発表業績等（著者氏名・発表論文10 本研究に関連して現在までの研究状況及び研究者の研究歴等（

名・学協会誌名・発表年（西暦 ・巻号（最初と最後の頁 、特許の取得・申請状況）ある場合は記） ）

載する）。



11 参考文献

12 研究に要する経費

⑴ 各年度別経費内訳

年 度 研究経費合計 内 訳
○○○費教育訓練用備品費 教育訓練演習費

千円 千円 千円 千円
年度

年度

年度

合 計

⑵ 教育訓練用備品費の内訳

備 考年 度 内 容 数 量 金 額

千円
年度

年度

年度

合 計



⑶ 教育訓練演習費の内訳

ア 消耗品

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

イ 印刷製本費

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

ウ 通信運搬費

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

エ 光熱水料

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計



オ 借料及び損料

数 量 備 考年 度 内 容 金 額

千円
年度

年度

年度

合 計

カ 雑役務費

数 量 備 考年 度 内 容 金 額

千円
年度

年度

年度

合 計

キ 諸謝金

数 量 備 考年 度 内 容 金 額

千円
年度

年度

年度

合 計

ク 宿泊費

単 価 人 数 泊 数 備 考年 度 宿泊地 金 額

円 千円
年度

年度

年度

合 計



ケ その他

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

⑷ ○○○費の内訳

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

記載要領

１ 「１．研究課題名」について．

⑴ 研究の目的と成果が分かる課題名にすること。

⑵ 括弧内には、研究課題番号を記載すること。

例： 先端 － ２７ － １

（先端研究）－（研究開始予定年度）－（整理番号 ））

２ 「２.総経費見積額」について．

研究の実施に必要な総経費見積額を記載すること。

３ 「３.研究実施予定期間」について．

当該課題別研究の実施予定期間を記載すること。複数年度にわたる研究の場合の研

究期間は、原則として３年間とする。

４ 「４.研究の概要」について．

⑴ 「５.研究の目的、必要性 「６.期待される成果 「７.本研究に関連する国内外」、 」、

における研究状況及び本研究の特色 「８.研究の内容（⑵及び⑶は除く 「９.」、 。）」、

倫理面への配慮」の要旨を１，０００字程度で簡潔に記載すること。

研究要望課題番号を記載する。⑵ 当該課題別研究に関連する

⑶ 研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記載又は添付すること。

５ 「５.研究の目的、必要性」について．

⑴ 研究の目的及び必要性については、適宜文献を引用しつつ、１，０００字程度で

具体的かつ明確に記載すること。複数年にわたる研究の場合は、これまでに実施し

た研究内容など、研究の最終目標を達成するために必要な各年度の研究内容や期待



される成果が分るように記載すること。

⑵ 研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記

載すること。

６ 「６.期待される成果」について．

期待される成果については、当該研究がどのように部隊運用に資するのか等につい

て、その具体的な内容や例を６００字程度で記載すること｡

７ 「７.本研究に関連する国内外における研究状況及び本研究の特色」について．

⑴ 当該研究計画に関して現在までに行った研究等、研究の最終的な目標を達成する

のに必要な他の研究計画と、当該研究計画の関係を明確にすること。

⑵ 研究の特色については、本研究に関する国内・国外の他の研究の進捗状況と課題

（どこまで明らかになっており、どのような部分が残されているのか）を踏まえて

６００字程度で適宜文献等を引用しながら具体的に記載すること。

８.「８.研究の内容」について

⑴ 研究の目的を達成するための具体的な研究計画及び方法を各年度６００字程度で

具体的に記載し、工程表を記載又は添付すること。

⑵ 複数年度にわたる研究の場合には、研究の全体計画と各年度の関係がわかるよう

に記載すること。

、 、 、⑶ 研究者等については 研究計画を遂行するための研究体制について 研究代表者

研究分担者及び研究協力者の具体的な役割を明確に記載すること。

⑷ 研究者等については、本研究を実施するために参加する研究者の氏名、本研究に

おける役割、所属機関名・現在の専門、所属機関における職名・階級、最終卒業学

校、卒業年次、学位、専攻科目を記載する （研究代表者、研究分担者（研究代表者。

と研究項目を分担して研究を実施する者をいう ）及び研究協力者（研究代表者の研。

究計画の遂行に協力する者(研究分担者を除く。)をいう ）について等具体的な役割。

を明確に記載すること ）。

⑸ 研究で使用する施設については、防衛医科大学校以外において研究を実施する場

合には、施設名、所在地、当該施設での研究内容、当該施設を使用しなければなら

ない理由（防衛医科大学校での実施が困難な理由）を記載する。

９ 「９.倫理面への配慮」について．

⑴ 倫理面への配慮については、研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危

険性の排除や説明と同意への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を

記載すること。

⑵ 倫理委員会等での了承が必要な場合、その名称、検討内容、評価結果等について

記載する。

。研究内容に応じて遵守しなければならない指針等がある場合はその名称も記載する

⑶ 研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関する指針等については、

該当する指針等の「□」の枠内に「レ」を記載すること （複数の指針等について、。

該当する場合は、それぞれの枠内に「レ」を記載すること ）その他研究内容に応じ。

て遵守しなければならない指針等がある場合は、その名称も記載する。



10 「10.本研究に関連して現在までに行った研究状況及び研究者の研究歴等」について．

⑴ 本研究に関連して現在までに行った研究状況について、記載すること。

⑵ 研究者の研究歴等については 過去に属した研究機関の履歴 主な共同研究者 又、 、 （

は指導を受けた研究者 、これまでの研究実績（論文の本数、受賞数、特許権等知的）

財産権の取得数）等について記載すること。なお、論文については、査読されたも

のに限る。

⑶ 発表業績については、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術誌等に発

表した論文・著書のうち、主なもの（過去３年間）を選択し、直近年度から順に記

載すること。

11 「11.参考文献」について．

引用した文献、論文等について記載すること。

12 「12．研究に要する経費」について．

当該研究課題に要する経費を、年度別に記載すること。



別紙様式第３

研究課題番号

年度防衛医学先端研究課題別研究年度計画書

１ 研究課題名：

２ 年度経費見積額： 円

３ 研究実施予定期間： 年 月から 年 月まで

（ ）年計画の（ ）年目

４ 研究の概要

【流れ図】



５ 研究の目的及び必要性

６ 期待される成果

７ 研究の内容

⑴ 研究計画・方法

【研究課題の工程表】



⑵ 研究者等

研究者氏名 本研究における役割 所属機関名・現在 所属機関におけ 最終卒業学校・ 備 考

の専門 る職名・階級 卒業年次・学位

（研究実施場所） ・専攻科目

⑶ 研究で使用する施設（防衛医科大学校以外において研究を実施する場合は記載する）。

施設名 所在地 研究内容 理 由



８ 倫理面への配慮

遵守すべき研究に関係する指針等

（研究の内容に照らし遵守すべきものについては、該当する□にレ印を記入する（複数可）。 ）

□ 人を対象とする医学系研究に関する倫理指針

□ ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

□ 遺伝子治療等臨床研究に関する指針

（ ）□ その他の指針等 指針等の名称：

９ 研究に要する経費

区 分 内 容 金 額 備 考

千円
教育訓練用備品費

小 計
千円

教育訓練演習費 消耗品

印刷製本費

通信運搬費

光熱水料

借料及び損料

雑役務費

諸謝金

宿泊費

その他

小 計

合 計



記載要領

１ 「１．研究課題名」について．

「防衛医学先端研究課題別研究計画書（様式第２号 」で使用した課題名とする。）

２ 「２．年度経費見積額」について．

当該年度（１会計年度）の研究の実施に必要な経費見積額を記載すること。

３ 「３．研究実施予定期間」について．

当該年度の研究実施予定期間を記載すること。

４ 「４.研究の概要」について．

⑴ 当該年度の研究計画の要旨を１，０００字程度で簡潔に記載すること。

⑵ 研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記載又は添付すること。

⑶ 継続研究（２年目以降）の場合は、進捗状況が分かるように記載するとともに、変

更点があれば明示すること。

⑷ 当該課題別研究に関連する研究要望課題番号を記載する。

５ 「５.研究の目的及び必要性」について．

⑴ 研究の目的及び必要性については、適宜文献を引用しつつ、１，０００字程度で具

体的かつ明確に記載すること。

⑵ 研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記載

すること。

６.「６.期待される成果」について

⑴ 期待される成果については、当該研究が部隊運用へどのように貢献するのか等につ

いて、その具体的な内容や例を６００字程度で記載すること｡

⑵ 複数年にわたる研究である場合は、研究の最終目標を達成するために必要な当該年

度の期待される成果がわかるように記載する。

７.「７.研究の内容」について

⑴ 研究の目的を達成するための具体的な研究計画及び方法を１，６００字程度で具体

的に記載し、工程表を記載又は添付すること。

⑵ 複数年度にわたる研究の場合には、研究の全体計画と当該年度の関係がわかるよう

に記載すること。

⑶ 研究者等については、当該年度の研究を実施するために参加する研究者の氏名、本

研究における役割、所属機関名・現在の専門、所属機関における職名・階級、最終卒

業学校、卒業年次、学位、専攻科目を記載する （研究代表者、研究分担者（研究代。

表者と研究項目を分担して研究を実施する者をいう ）及び研究協力者（研究代表者。

の研究計画の遂行に協力する者(研究分担者を除く。)をいう ）について記載するこ。

と ）。

⑷ 研究で使用する施設については、防衛医科大学校以外において研究を実施する場合

には、施設名、所在地、当該施設での研究内容、当該施設を使用しなければならない

理由（防衛医科大学校での実施が困難な理由）を記載する。

８ 「８.倫理面への配慮」について．

⑴ 倫理面への配慮については、研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険

性の排除や説明と同意への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を記載



すること。

⑵ 倫理員委員会等での了承が必要な場合、その名称、検討内容、評価結果等について

記載する。

⑶ 研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関する指針等については、該

当する指針等の「□」の枠内に「レ」を記載し（複数の指針等について、該当する場

合は、それぞれの枠内に「レ」を記載すること ）その他研究内容に応じて遵守しな。

ければならない指針等がある場合はその名称も記載する。

９ 「９．研究に要する経費」について．

当該年度の研究課題に要する経費を記載すること。



別紙様式第４

研究課題番号

防衛医学先端研究課題別研究成果報告書

１ 研究課題名：

２ 総経費執行額： 円

３ 研究実施期間： 年 月 日から 年 月 日まで

４ 研究結果の概要

５ 研究の目的及び必要性



６ 研究の内容（研究方法・手段等）

７ 研究により得られた成果



８ 倫理面への配慮

遵守すべき研究に関係する指針等

（研究の内容に照らし遵守すべきものについては、該当する□にレ印を記入する（複数可）。 ）

□ 人を対象とする医学系研究に関する倫理指針

□ ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

□ 遺伝子治療等臨床研究に関する指針

（ ）□ その他の指針等 指針等の名称：

９ 参考文献



10 研究発表

⑴ 雑誌論文 計（ ）件 うち査読付論文 計（ ）件

著者名 論文表題

雑誌名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

掲載論文のＤＯＩ（デジタルオブジェクト識別子）

⑵ 学会発表 計（ ）件 うち招待講演 計（ ）件

発表者名 発表表題

学会等名 発表年月日 発表場所

⑶ 図書 計（ ）件

著者名 出版社

図書名 発行年 総ページ数

11 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）。

⑴ 出願 計（ ）件

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内･外国の別

⑵ 取得 計（ ）件

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内･外国の別

取得年月日



12 研究者等

研究者氏名 本研究における役割 最終卒業学校・卒 所属機関名・現 所属機関におけ 備考

業年次・学位・専 在の専門 る職名・階級

（ ）攻科目 研究実施場所

13 研究で使用した施設（防衛医科大学校以外において、研究を実施した場合は記載する）。

施設名 所在地 研究内容 理 由



14 研究に要した経費

⑴ 各年度別経費内訳

年 度 研究経費合計 内 訳
教育訓練用備品費 教育訓練演習費 ○○○費

千円 千円 千円 千円
年度

年度

年度

合 計

⑵ 教育訓練用備品費の内訳

年 度 内 容 数 量 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

⑶ 教育訓練演習費の内訳

ア 消耗品

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

イ 印刷製本費

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計



ウ 通信運搬費

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

エ 光熱水料

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

オ 借料及び損料

年 度 内 容 数 量 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

カ 雑役務費

年 度 内 容 数 量 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計



キ 諸謝金

年 度 内 容 数 量 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

ク 宿泊費

年 度 宿泊地 単 価 人 数 泊 数 金 額 備 考

円 千円
年度

年度

年度

合 計

ケ その他

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計

⑷ ○○○費の内訳

年 度 内 容 金 額 備 考

千円
年度

年度

年度

合 計



記載要領

１ 「１.研究課題名」について．

「防衛医学先端研究課題別研究計画書（様式第２号 」で使用した課題名とする。）

２ 「２.総経費執行額」について．

研究の実施に要した総経費執行額を記載すること。

３ 「３.研究実施期間」について．

当該研究の実施期間を記載すること。

４ 「４.研究結果の概要」について．

⑴ 当該研究の成果及びその利用上の効果等を記載すること。

⑵ 当該研究の研究計画書時における研究の概要との関連が明らかとなるように記載す

ること。

⑶ 複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の研究計画と各年度における研究結果

との関係が分かるように記載すること。

５ 「５.研究の目的及び必要性」について．

⑴ 研究の目的及び必要性については、適宜文献を引用しつつ、１，０００字程度で具

体的かつ明確に記載すること。複数年にわたる研究の場合は、これまでに実施した研

究内容など、研究の最終目標を達成するために必要な各年度の研究内容や期待される

成果が分るように記載すること。

⑵ 研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記載

すること。

６ 「６.研究の内容」について．

⑴ 主要な研究方法、手段等の経過を簡潔に記載すること。

⑵ 複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の研究の実施経過と当該研究年度にお

ける研究の実施経過との関係が分かるように記載すること。

⑶ 当該研究の研究計画提出時における研究計画との関連が明らかになるように記載す

ること。

７ 「７.研究により得られた成果」について．

⑴ 当該研究の成果が明らかになるように具体的に記載すること。

⑵ 当該研究の成果及びその利用上の効果等を記載すること。

⑶ 当該研究の研究計画書時における研究の概要との関連が明らかとなるように記載す

ること。

８ 「８.倫理面への配慮」について．

⑴ 倫理面への配慮については、研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険

性の排除や説明と同意への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を記載

すること。

⑵ 倫理委員会等での了承が必要な場合、その名称、検討内容、評価結果等について記

載する。

研究内容に応じて遵守しなければならない指針等がある場合はその名称も記載する。

⑶ 研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関する指針等については、該

当する指針等の「□」の枠内に「レ」を記載し（複数の指針等について、該当する場



合は、それぞれの枠内に「レ」を記載すること ）その他研究内容に応じて遵守しな。

ければならない指針等がある場合は、その名称も記載する。

９ 「９.参考文献」について．

引用した文献、論文等について記載すること。

10 「10.研究発表」について．

当該研究の成果を発表した雑誌論文、学会発表及び図書について記載すること。

11 「11.知的財産権の出願・登録状況」について．

当該研究の知的財産権の出願・登録状況について記載すること。

12 「12.研究者等」について．

⑴ 研究者等については、研究計画を遂行するための研究体制について、研究代表者、

研究分担者及び研究協力者の具体的な役割を明確に記載すること。

⑵ 研究者等については、本研究を実施するために参加する研究者の氏名、本研究にお

ける役割、所属機関名・現在の専門、所属機関における職名・階級、最終卒業学校、

卒業年次、学位、専攻科目を記載し（研究代表者、研究分担者（研究代表者と研究項

目を分担して研究を実施する者をいう ）及び研究協力者（研究代表者の研究計画の。

遂行に協力する者(研究分担者を除く。)をいう ）について等具体的な役割を明確に。

記載すること ）。

13 「13.研究で使用した施設」について．

研究で使用した施設については、当該年度に防衛医科大学校以外において研究をする

場合は、施設名、所在地、当該施設での研究内容、当該施設を使用しなければならない

理由について記載する。

14 「14.研究で使用した経費」について．

当該研究課題に要した経費を、年度別に記載すること。



別紙様式第５

研究課題番号

年度防衛医学先端研究課題別研究年度報告書

１ 研究課題名：

２ 年度経費執行額： 円

３ 研究実施期間： 年 月 日から 年 月 日まで

（ ）年計画の（ ）年目

４ 研究結果の概要

５ 研究の目的及び必要性



６ 研究の内容（研究方法・手段等）

７ 研究により得られた成果



８ 倫理面への配慮

遵守すべき研究に関係する指針等

（研究の内容に照らし遵守すべきものについては、該当する□にレ印を記入する（複数可）。 ）

□ 人を対象とする医学系研究に関する倫理指針

□ ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

□ 遺伝子治療等臨床研究に関する指針

（ ）□ その他の指針等 指針等の名称：

９ 参考文献



10 研究発表

⑴ 雑誌論文 計（ ）件 うち査読付論文 計（ ）件

著者名 論文表題

雑誌名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

掲載論文のＤＯＩ（デジタルオブジェクト識別子）

⑵ 学会発表 計（ ）件 うち招待講演 計（ ）件

発表者名 発表表題

学会等名 発表年月日 発表場所

⑶ 図書 計（ ）件

著者名 出版社

図書名 発行年 総ページ数

11 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）。

⑴ 出願 計（ ）件

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内･外国の別

⑵ 取得 計（ ）件

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内･外国の別

取得年月日



12 研究者等

研究者氏名 本研究における役割 最終卒業学校・卒 所属機関名・現 所属機関におけ 備考

業年次・学位・専 在の専門 る職名・階級

（ ）攻科目 研究実施場所

13 研究で使用した施設（防衛医科大学校以外において、研究を実施した場合は記載する）。

施設名 所在地 研究内容 理 由



14 研究に要した経費

区 分 内 容 金 額 備 考

千円
教育訓練用備品費

小 計
千円

教育訓練演習費 消耗品

印刷製本費

通信運搬費

光熱水料

借料及び損料

雑役務費

諸謝金

宿泊費

その他

小 計

合 計

記載要領

１ 「１.研究課題名」について．

「防衛医学先端研究課題別研究計画書（様式第２号 」で使用した課題名とする。）

２ 「２.年度経費執行額」について．

当該年度（１会計年度）の研究の実施に要した経費執行額を記載すること。

３ 「３.研究実施期間」について．

当該年度の研究の実施期間を記載すること。

４ 「４.研究結果の概要」について．

⑴ 当該研究の成果及びその利用上の効果等を記載すること。

⑵ 当該研究の研究計画書時における研究の概要との関連が明らかとなるように記載す

ること。

⑶ 複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の研究計画と当該事業年度における研

究結果との関係が分かるように記載すること。また、最終年度の場合には、研究全体

の研究結果を併せて記載すること。



５ 「５.研究の目的及び必要性」について．

⑴ 研究の目的及び必要性については、適宜文献を引用しつつ、１，０００字程度で具

体的かつ明確に記載すること。

⑵ 研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記載

すること。

６ 「６.研究の内容」について．

⑴ 主要な研究方法、手段等の経過を簡潔に記載すること。

⑵ 複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の研究の実施経過と当該研究年度にお

ける研究の実施経過との関係が分かるように記載すること。

⑶ 当該研究の研究計画提出時における研究計画との関連が明らかになるように記載す

ること。

７ 「７.研究により得られた成果」について．

⑴ 当該年度の研究成果が明らかになるように具体的に記載すること。

⑵ 当該研究の成果及びその利用上の効果等を記載すること。

⑶ 当該研究の研究計画書時における研究の概要との関連が明らかとなるように記載す

ること。

⑷ 複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の研究計画と当該年度における研究結

果との関係が分かるように記載すること。また、最終年度の場合には、研究全体の研

究結果を併せて記載すること。

と。

８ 「８.倫理面への配慮」について．

⑴ 倫理面への配慮については、研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険

性の排除や説明と同意への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を記載

すること。

⑵ 倫理委員会等での了承が必要な場合、その名称、検討内容、評価結果等について記

載する。

研究内容に応じて遵守しなければならない指針等がある場合はその名称も記載する。

⑶ 研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関する指針等については、該

当する指針等の「□」の枠内に「レ」を記載すること （複数の指針等について、該。

当する場合は、それぞれの枠内に「レ」を記載すること ）その他研究内容に応じて。

遵守しなければならない指針等がある場合は、その名称も記載する。

９ 「９.参考文献」について．

引用した文献、論文等について記載すること。

10 「10.研究発表」について．

当該年度中の成果を発表した雑誌論文、学会発表及び図書について記載すること。

11 「11.知的財産権の出願・登録状況」について．

当該年度中の知的財産権の出願・登録状況について記載すること。

12 「12.研究者等」について．

研究者等については、当該年度の研究を実施するために参加する研究者の氏名、本研

究における役割、所属機関名・現在の専門、所属機関における職名・階級、最終卒業学



校、卒業年次、学位、専攻科目を記載する （研究代表者、研究分担者（研究代表者と。

研究項目を分担して研究を実施する者をいう ）及び研究協力者（研究代表者の研究計。

画の遂行に協力する者(研究分担者を除く。)をいう ）について記載すること ）。 。

13 「13.研究で使用した施設」について．

研究で使用した施設については、当該年度に防衛医科大学校以外において研究を実施

場合は、施設名、所在地、当該施設での研究内容、当該施設を使用した理由（防衛医科

大学校での実施が困難な理由）について記載する。

14 「14.研究で使用した経費」について．

当該年度の研究課題に要した経費を記載すること。



別紙様式第６

研究課題番号

防衛医学先端研究申請評価表

１ 研究課題名：

２ 評価内容（絶対評価）

区分 学術的重要性 研究経費の妥 総合評価研究計画及び 研究遂行能力

当性 （合計点数）研究方法の妥 及び研究環境

当性 の適切性

総合評価

評価点

（ ）点 点 点 点 点

各評価点の基準 総合評価基準

５点 特に優れている 評価Ａ １７点～２０点

４点 優れている 評価Ｂ １３点～１６点

３点 普通 評価Ｃ ９点～１２点

２点 やや劣る 評価Ｄ ４点～ ８点

１点 劣る

３ 意見

良い点

悪い点

評価内容

委員氏名



別紙様式第７

研究課題番号

防衛医学先端研究年度計画評価表

１ 研究課題名：

２ 評価内容（絶対評価）

区分 研究成果 研究費の使用 研究の目的の 総合評価研究の進展状況

達成見込み （合計点数）

総合評価

評価点

（ ）点 点 点 点 点

各評価点の基準 総合評価基準

５点 特に優れている 評価Ａ １７点～２０点

４点 優れている 評価Ｂ １３点～１６点

３点 普通 評価Ｃ ９点～１２点

２点 やや劣る 評価Ｄ ４点～ ８点

１点 劣る

３ 意見

良い点

悪い点

評価内容

委員氏名
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研究課題番号

防衛医学先端研究成果評価表

１ 研究課題名：

２ 評価内容（絶対評価）

区分 研究目的の達成度 研究成果 研究費の使用 総合評価

（合計点数）

総合評価

評価点

（ ）点 点 点 点

総合評価基準各評価点の基準

評価Ａ １３点～１５点５点 特に優れている

評価Ｂ １０点～１２点４点 優れている

評価Ｃ ６点～ ９点３点 普通

評価Ｄ ３点～ ５点２点 やや劣る

１点 劣る

３ 意見

良い点

悪い点

評価内容

委員氏名


